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２２ 

春
季
・
新
歓
期 

合
同
地
区
別
単
組
代
表
者
会
議

   

「
北
海
道
・
中
部
地
区
」
「
東
北
・
九
州
地
区
」

   

「
関
東
甲
信
越
地
区
」
開
催
報
告

３３ 

論
壇
「
給
特
法
と
労
働
法
の
「
狭
間
」
で
？

    

￤ 

附
属
学
校
で
の
残
業
（
代
）
問
題
・
再
考
」

   

金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域
法
学
系 

准
教
授 

早
津
裕
貴 

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
43 

職
場
の
法
律
・
労
働
安
全
衛
生
法

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

▪
電
気
通
信
大
学
「
大
学
：
１２
月
に
休
暇
制
度
を
積
極

   

的
に
改
善
。
組
合
：
雇
止
め
問
題
の
早
期
解
決
を
求
む
」

▪
大
阪
教
育
大
学

  

「
暗
闇
の
な
か
で
も
明
る
い
光
が
…
」

▪
宮
崎
大
学

  

「
声
を
届
け
、
声
を
聴
く
」

　

全
大
教
中
央
執
行
員
会
は
2
月
17
日
、「
大
学
フ
ァ
ン

ド
」
に
関
し
て
、
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会

お
よ
び
参
議
院
文
教
科
学
委

員
会
に
所
属
す
る
す
べ
て
の

議
員
に
懇
談
会
へ
の
参
加
を

申
し
入
れ
、
自
由
民
主
党
、

立
憲
民
主
党
、日
本
共
産
党
、

れ
い
わ
新
選
組
の
各
議
員
の

参
加
が
あ
り
、「
大
学
フ
ァ
ン

ド
」
に
関
し
て
要
望
・
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
大
教
か
ら
は
、「
大
学
フ

ァ
ン
ド
」
を
大
学
全
体
の
教

育
研
究
の
発
展
に
資
す
る
も

の
と
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
次

の
よ
う
な
要
望
を
行
い
、
国

会
審
議
を
通
じ
た
実
現
を
求

め
ま
し
た
。

■
「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
を

活
用
し
た
支
援
は
、
幅
広

い
大
学
を
対
象
と
す
る
こ

と■
「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
か

ら
の
支
援
開
始
後
も
大
学

運
営
の
基
盤
と
な
る
運
営

費
交
付
金
を
充
実
す
る
こ

と■ 

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
強
化

で
は
な
く
、
教
育
・
研
究

を
担
う
教
職
員
の
主
体
性

を
発
揮
で
き
、
構
成
員
の

チ
ェ
ッ
ク
・
牽
制
が
機
能

す
る
大
学
運
営
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と

■
「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
の

支
援
対
象
大
学
に
３
％
の

事
業
成
長
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
教
育
・
研
究
力

強
化
の
結
果
と
し
て
事
業

成
長
に
つ
な
が
る
支
援
を

行
う
こ
と

■
「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
の

運
用
は
持
続
性
を
重
視
し

た
運
用
を
行
な
う
こ
と

■
「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
と

は
別
に
検
討
さ
れ
て
い
る

「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る

研
究
大
学
総
合
振
興
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
の
充
実
と

「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
と
の

連
携

　

議
員
か
ら
は
、「
大
学
フ

ァ
ン
ド
」
の
運
用
リ
ス
ク
に

関
す
る
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
今
回
の
懇
談
会

に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
議
員

を
含
め
て
、
個
別
の
懇
談
な

ど
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

        （
書
記
長　

永
井 

信
）


